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は し が き

大阪府下で唯―の村である千早赤阪村は、南北朝動乱

の舞台の 1つ となった地として F太平記』などの書物に

登場します。F太平記』によれば楠木正成は赤阪城・千

早城において様々な策をめぐらせて、数少ない兵力なが

ら幕府軍に応戦したことが記されています。

その赤阪城跡には、『日本の棚田百選』に選ばれた

「下赤阪の棚田」が所在します。

本村では、これら歴史的遺産と文化的遺産の両方を活

かした史跡整備を目指しております。

本報告書はその整備に伴う調査成果を記したもので

す。

調査の実施及び遺物整理にあたっては、多くの方々の

ご理解 。ご協力を賜りました。厚く御礼申し上げます。

今後とも本村の文化財行政にご理解 。ご協力いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。

平成16年 3月

千早赤阪村教育委員会

清教育長 大 西 不日



例

1  本書は、平成14・ 15年度に行われた国史跡赤阪城跡における史跡整備に伴う埋蔵文化財調査報

告書である。

2  調査は、千早赤阪村教育委員会 指導課 主事 和泉大樹 を担当者として、平成14年度は平成 14

年6月 11日 から平成14年 6月 19日 の期間で、平成15年度は平成15年 10月 2日 から平成15年 11月 20

日の期間で行った。また、各々、引き続き整理作業を行い、平成15年 3月 31日 及び平成16年 3月

31日 に完了した。

3  本書の執筆・編集は和泉が行った。

4  調査の実施及び本書の作成にあたつては次の方々の参加を得た。(順不同・敬称略)

岩子勤・岩子苑子・谷口夫抄子・福田夏子・周藤光代 。前川篤史

5  現地調査及び遺物整理において下記の機関・方々にご協力頂きました。記して感謝の意を表し

ます。 (順不同・敬称略)

文化庁 。大阪府教育委員会・富田林消防署千早赤阪分署・千早赤阪村立中学校

社団法人楠公史跡保存会・千早赤阪村役場事業部建設課・千早赤阪村教育委員会管理課

村田修三・増田昇 。高瀬要―・広瀬和雄・瀬川健・山本彰・田中和弘・芝野圭之助・

三宅正浩 。森井貞雄・服部文章

6  挿図の方向は国土座標に基づく座標北を示し、標高はT.Pで表示した。

7  第 2図周辺遺跡分布図の桐山遺跡は現在範囲が拡大しているが、本書では拡大前のものを用い

ている。
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千早赤阪村埋蔵文化財調査報告書 第 3輯

1.は じめに

(1)調査の契機

本村には南北朝時代、幕府軍に応戦するために楠木正成が築いた山城跡が多 く点在する。なかでも、

F太平記』に登場する千早城跡・楠木城跡・赤阪城跡の 3城跡については、昭和 9年 3月 13日 に国史跡に

指定されている。これらの 3つの山城跡は昭和 9年 という比較的早い段階での指定で今日まで長い時間を

経ており、様々な問題が生じている。例えば、史跡内土地所有者が代替わりしており、現在の所有者がそ

の地が史跡であることを理解していない、史跡境界が不明確であるなど。そこで本村では、それらの問題

を解消 し、史跡を恒久的に保存・管理・活用 していくために、平成 7年度に『国史跡千早城跡・楠木城

跡・赤阪城跡保存管理計画策定委員会』を設置し、平成11年度に『国史跡千早城跡・楠木城跡 。赤阪城跡

保存管理計画』を策定、続いて史跡整備に向けて平成13年度に『国史跡千早城跡・補木城跡・赤阪城跡整

備計画策定委員会』を設置し、本村の特色を十三分に活かした史跡整備を目指している。そこでまずは現

状変更が最も多い史跡赤阪城跡の見学道の改修、平成15年度に策定した『史跡赤阪城跡整備基本計画』に

従い眺望学習広場整備を行うこととなり、以下、それら両整備に伴う調査結果について記す。

なお、これらの整備事業については史跡赤阪城跡内に『日本の棚田百選』に選ばれている『下赤阪

の棚田』が所在することもあり、本村事業部と連携を取りながら進め、調査等に係る費用の一部につ

いては本村事業部側の補助金等を用いて行った。

(2)調査地周辺の歴史的環境

千早赤阪村は大阪府の南東部に位置する。行政区では北・西・南側を河南町・富田林市・河内長野

市と、東側を南北に連なる金剛山地を境に奈良県御所市・五條市と接する。その金剛山地から北へと

延びる丘陵上に調査地は位置する。

本村では現在旧石器・縄文・弥生時代の生活痕跡

はほとんど確認されていないものの、楠公誕生地遺

跡や大廻遺跡などから縄文時代後期磨消縄文の深鉢

片や石器類が数点出上 している。また、巨視的に周

囲を見れば約 2 km北側に位置する河南町の神山遺跡

からは縄文早期押型文土器・前期条痕文土器・後期

磨消縄文土器などの上器片が出上している。

調査地周辺の古墳時代の遺跡は森屋古墳群 。御旅

所北古墳・御旅所古墳・浄心寺山古墳などがある。

調査地北側に位置する森屋古墳群は6基あつたとさ

れているが、いずれの古墳も昭和20年代に道路の設

置やみかん山の開墾などにより消滅しており現在で

は見る影もない。しかし、中村編年Ⅱ型式 1。 2段

階の脚付有蓋子持壷・台付壷、同3段階の子持器台 第 1図 千早赤阪村位置図
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などが付近から採集されている。調査地の北東に位置する御旅所北古墳・御旅所古墳は本村で発掘調査を

行った唯―の古墳である。調査は昭和56・ 57年に行われており、御旅所北古墳からは周溝や縄掛突起をも

つ組合式家型石棺 2基が確認されている。調査地の南西に位置する浄心寺山からはみかん山開墾時に中村

編年Ⅱ型式 5段階の杯蓋が採集されている。

楠公誕生地遺跡・森屋西遺跡・御旅所遺跡などからは飛鳥・奈良時代の遺物・遺構を確認してい

る。楠公誕生地遺跡からは平成14年度の調査で史跡赤阪城跡からは丘陵の裾部を調査 した際に飛農

I・ Ⅱ、平城段階の土器が出土している。森屋西遺跡からは詳細は不明であるが、みかん山開墾時に

蔵骨器と考えられる有蓋の須恵器が採集されている。調査地の北東側に位置する御旅所遺跡からは奈

良時代の掘立柱建物や溝が確認されている。

本村は南北朝動乱の舞台の1つ となった場所であり、多くの中世の遺跡が存在する。山城跡は昭和

9年 という比較的早い段階で史跡指定を受けた千早城跡・楠木城跡 (上赤坂城跡)。 赤阪城跡 (下赤坂

城跡)を はじめ、二河原辺城跡・本宮城跡・しようぶ城跡・枡形城跡・猫路山城跡・国見山城跡など

多数存在する。館跡と考えられる遺跡としては、楠公誕生地遺跡や桐山遺跡などがある。楠公誕生地

遺跡は平成 3・ 4年 にかけて「くすのきホール」建設に伴って発掘調査が行われており、 14世紀の 2

重の堀に囲まれた建物跡を確認している。また、付近には「楠公産湯の井戸」の伝承地が残る。桐山

遺跡は建武の中興以降の楠木邸跡と伝えられており、「古屋敷」。「花屋敷」。「光明院跡」などの小字名

が残り、中世の瓦や土器片が採集されている。他にも森屋西遺跡・矢場武遺跡・曼茶羅院跡 。出合遺

跡 。川野辺遺跡などの中世の遺跡がある。また、調査地周辺には「矢場武」。「甲取」・「城ヶ越」など

城跡と関連があると考えられる小字名が残る。

これら埋蔵文化財包蔵地・伝承地などの他にも、森屋惣墓にある河南町寛弘寺神山墓地の正和四年

の銘のある五輪塔とほぼ同じ時期の石造五輪塔「寄手塚」や南北朝時代のもので反花基壇上に塔を備

え、大和系の製作手法が伺える石造五輪塔「身方塚」などの石造文化財や重要文化財である建水分神

社など多くの文化財が点在する。

【参考文献】

和泉大樹 2000 「千早赤阪村の山城 上赤坂城跡採集遺物」『摂河泉』第30号

和泉大樹 2001 「千早赤阪村の消滅した古墳」『誕生地遺跡発掘調査概要Ⅲ』

尾谷雅彦 1996 「御旅所遺跡出上の韓式系土器」『韓式系土器研究Ⅳ』

千早赤阪村教育委員会 1983 F御 旅所・御旅所北古墳調査報告書』

千早赤阪村教育委員会 1995 『誕生地遺跡発掘調査概要 I』

千早赤阪村教育委員会 2000 『国史跡赤阪城跡 千早赤阪村埋蔵文化財調査報告書 第 2輯』

千早赤阪村村誌編さん委員会編 1980 F千早赤阪村誌』 千早赤阪村役場

福澤邦夫 1994 『千早赤阪の石造文化財 I 千早赤阪村文化財調査報告書 第4集』

千早赤阪村教育委員会

-2-



・ヽ

／
Ｌ

Ｎ
　

　

盛

納
缶解

，上
ヤ，磁
瞥
途

，，
あ
齢

鰯
姻

ギ
ｒ
ｒ

千早赤阪村埋蔵文化財調査報告書 第 3輔

森屋西遺跡

府 寄手塚 。身方嫁

森屋 1号墳

森屋 2号墳

国史 金山古墳

御旅所遺跡

曼茶羅院跡

8 御旅所北古擦

9 御旅所古墳

10 川野辺遺跡

11 川野辺東城跡

12 矢翔

13 国史 赤阪城跡

14 tt合 遺跡

15 誕生地遺跡

16 神宮寺石造弥陀各号板碑

17 桐山遺跡

18 浄心寺山古猿

19 南畑地威堂石造地蔵立像

20 建水分神社跡

21 重文 建水分神社本殿

22 官の原追跡

23 二河原辺城跡

しようぶ城跡

26 国史 楠木城跡

27 -番 のきり城跡
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第 2図 周辺遺跡分布図 (1/2,000)
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調査の成果

2.調査の成果

(1)平成14年度調査の成果

改修を行う見学道部分 (延長 925.Om)に長さ 10.Om、 幅 1.Omの トレンチを 15箇所設定した。最

南端のトレンチを① トレンチとし、最北端のトレンチを⑮ トレンチという具合に南側から順に数字で

記号化した。

見学道は南から北へとその標高を低くする。①～④ トレンチは丘陵のピーク地点に該当するため、

掘切などの防御施設の検出、⑩～④ トレンチはその西側に本丸跡の伝承が残るため柵列・建物等の遺

構の検出などを念頭に置きながら調査を行った。

なお、調査 トレンチの設置箇所については国史跡千早城跡・楠木城跡 。赤阪城跡整備計画策定委員

会から指導を得た。

以下、 トレンチごとに記す。

① トレンチ

厚さ5,Ocmの アスファルトを除去すると、攪乱層が堆積していた。その下位で地山を確認したため

精査を行ったが、遺構は検出できなかった。

また、遺物も出土しなかった。

② トレンチ

厚さ6.Ocmの アスフアルトを除去すると、攪乱層が堆積していた。その下位で地山を確認したが、

地山は2次的に堆積した様を呈する。これは見学道をつくる際に動かされたためであると考えられる。

この面で精査を行ったが、遺構は検出できなかった。

また、遺物も出上しなかった。

③ トレンチ

厚さ5.Ocmの アスファルトを除去すると、攪乱層が堆積していた。その下位で地山を確認したため

精査を行ったが、遺構は検出できなかった。

また、遺物も出土しなかった。

④ トレンチ

厚さ 12.Ocmの コンクリートを除去すると、攪乱層が堆積していた。その下位で地山を確認したが、

地山は2次的に堆積した様を呈する。この面で精査を行ったところ石列を検出したが、埋上の状況か

ら現代田畑等の耕作による所産であると判断される。

また、遺物も出土しなかった。

-4-
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① ～ ⑮ H14年度調査トレンチ
調査区 I.Ⅱ  H 15年 度調査区

第 3図 調査 トレンチ 。調査区位置図
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調査の成果

⑤ トレンチ

厚さ12.Ocmの コンクリートを除去すると、その直下で地山を確認したが、地山は見学道設置の際に

動かされたため2次的な様を呈する。この面で精査を行ったが、遺構は検出できなかった。

また、遺物も出土しなかった。

③ トレンチ

厚さ6.Ocmの アスファルトを除去すると、攪乱層が堆積していた。その下位で 2次堆積の様を呈す

る地山を確認した。遺構は検出できなかった。

また、遺物も出土しなかった。

⑦ トレンチ

厚さ10.Ocmの コンクリートを除去し、攪乱層を掘り下げるが、地山は確認できなかった。

また、遺物も出土しなかった。

③ トレンチ

厚さ7.Ocmのアスファルトを除去すると、攪乱層が厚さ70,0～ 80.Ocm堆積していた。その下位で地

山を確認したため精査を行ったが、地山は2次的に堆積した様を呈する。その面で精査を行ったが遺

構は検出できなかった。

また、遺物も出上しなかった。

③ トレンチ

厚さ6.Ocmのアスファルトを除去すると、攪乱層を厚さ60,0～ 70.Oclxl掘 り下げるが、地山は確認で

きなかった。

また、遺物も出土しなかった。

⑩ トレンチ

厚さ3.Ocmの アスフアルトを除去すると、攪乱層が堆積する。地山は確認していない。

また、遺物も出土しなかった。

① トレンチ

厚さ3,0～ 5,Oclllの アスフアルトを除去すると、攪乱層が堆積していた。その下位で地山を確認し

たため精査を行ったが、遺構は検出できなかった。

また、遺物も出上しなかった。

なお、地山はやや赤味を帯びる。

-6-
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0                                        50m

第 4図 平成14年度調査 トレンチ位置図 (1)
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調査の成果

∝

―
――
≪
■

0                                     50m

第 5図 平成14年度調査 トレンチ位置図 (2)

⑫ トレンチ

厚さ 5。 Ocmの アスファルトを除

去すると、攪乱層が厚さ約 25.0

cm堆積していた。その下位で地山

を確認したため精査を行った。結

果、 トレンチの東端に落ち込みを

確認した。

また、攪乱層からの出上ではあ

るが伊万里片など近世の遺物が 2

点出土した。

なお、① トレンチと同様に地山

はやや赤味を帯びる。このトレン

チの西側には本九跡の伝承が残

る。

① トレンチ

厚さ 9.Ocmの コンクリー トを除

去すると、攪乱層が堆積 していた。

その下位で地山を確認 したため精

査を行ったが、遺構は確認できな

かった。

また、遺物 も出上 しなかった。

⑭ トレンチ

厚 さ 15.Ocmの コンクリー トを

除去すると、攪乱層が堆積 してい

た。その下位で再度コンクリー ト

を確認 したため、それより下位は

調査を行わなかった。

遺物は出上 しなかった。

⑮ トレンチ

厚さ 5.Ocmの アスファル トを除

去すると、攪乱層が堆積 していた。

その下位で水道管 を確認 したた

―

―

―

―

―

―

了
↓

１
／
。―，
／／
刀
ノ／
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①トレンチ

④トレンテ

P+18311111m

⑦トレンチ

+171600m

⑩トレンチ

⑬トレンチ

TP+153.100m

①舗装 (ア スファルト、コンクリート)

②現代携乱

② トレンチ

⑤トレンチ

⑥トレンチ

TP+183600m

+163300m

③トレンチ

⑥トレンチ

③トレンチ

⑫トレンチ

⑮トレンチ

十1i42110m

+1388Ю m

⑪トレンチ

⑭トレンチ

第 6図 平成14年度調査 トレンチ模式断面図

①

②

①

②

①

②

⑥

②

②

①

②

②
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調査の成果

①    め、それより下位は調査を行わなかった。

遺物は出土 しなかった。

調査区I

(2)平成15年度調査の成果

平成15年度は眺望学習広場整備予定箇所及び見

学道入口部改修箇所について調査を行った。前者

を調査区 I、 後者を調査区Ⅱと記号化 した。調査

面積は各々、 1808.5だ 、 64.9♂を測る。調査区

Iは土置場等の関係から北側・中央部・平坦部北

側・平坦部南側の 4区 に分割 して調査を進めた。

以下、調査区ごとに記す。

-17120

調査区 I

当該調査区は北側・中央部は東から西へ と低 く

傾斜する斜面地であり、その東端上位は丘陵のビ

ーク部にあたる。これに比 して調査区の南側は斜

面地ではなく、平坦な地形を呈する。

調査区北側では耕土 。田・田床土・田造成土を

除去すると地山が確認できる。地表面から約50cm

の深さである。地山面で精査を行ったところ棚田

畦の痕跡を検出した。そこから遺物は出上 してい

ないが、地元の高齢耕作者がみかん山から田、さ

らにみかん山になったことを記憶 していることか

ら考えれば、この箇所の棚田は現代の所産である

と判断できる。その他の遺構は検出していない。

また、遺物も出上 していない。

調査区中央部では先の北側に比 して地山検出の

深度が深い。地山は不安定であり地すべ り等で 2

次堆積になっている様を呈する箇所 もある。中央

部南端は谷地形であつた。この中央部でも棚田畦

の痕跡や田・田床上の繰返堆積が確認できた。遺

構・遺物は確認 していない。

調査区平坦部では約 30～ 40cmの耕土を除去する

mmと 直下で地山を確認 した。平坦部では一様にこの

調査区Ⅱ

ような堆積状況であつた。調査区平坦部では列を
第 7図 平成15年度調査区平画図

-10-



TP+1816110m

断面①
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断面②

①耕土
② にぶい褐色 (7.5YR5/4)粘 質土
③責褐色 (loYR5/6)粘 質土
④暗灰黄色 (2騎偽/2)粘質土
⑥灰オリーブ色 (5Y4/2)粘 質土
⑥灰色 (5Y5/1)粘 質土
⑦明黄褐色 (10YR6/6)粘 質土 (地山)

断面⑥

S

TP+181600m

①耕土
②黄灰色 (2.5Y5/1)粘質土
③灰色 (5Y5/1)粘質土
④ 明黄褐色 (10YR7/6)粘 質土
⑤灰色 (75Y5/1)粘 質土
⑥明黄褐色 (10YR″ 6)粘質土
②灰色 (5Y5/1)粘質土
③黄灰色 (25Y5/1)粘質土
⑥明黄褐色 (10YR7/6)粘 質土
⑩灰色 (盈5Y5/1)粘質土
⑪明黄褐色 (10YR″ 6)粘質上
@黄灰色 (2.5Y5/1)粘 質土
○灰色 (衡Y5/1)粘 質土
⑭黄橙色 (10YR7/8)粘 質土
⑮明黄褐色 (loYR6/6)粘 質土 (地山)

TP+15多 lllllm

第 8図 平成 15年度調査区断面図

断面④

N

※ 断面の香号は第 7図の番号に対応

0                                        2m

W

TP+179,IXlm

①耕土

-11～ 12-

①灰色 (■5Y4/1)粘質土
②明黄褐色 (10YR6/6)粘 質土
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成す土坑群を検出したが、これらの埋土中からビニール等が確認できたため現代攪乱と判断できた。

この状況から察すると、現況がみかん山であったため樹木根の影響で顕著でなかったが、この土坑群

は耕土から掘 り込まれている可能性が高い。地元耕作者の話ではみかん等の果樹に肥を与える際に、

樹木列に沿ってこのような穴を掘り、そこに肥を入れたということである。なお、周囲の状況等から

この地山面は全体に削平され、このような様を呈していると思われる。遺物は耕土から伊万里片 1′点

が出上したのみである。

調査区Ⅱ

調査区Ⅱは見学道改修整備予定箇所である。水田耕作等関係層を除去すると直下で地山を確認した。

地山は2次堆積の様を呈する。遺構 。遺物は確認していない。

3.ま とめ

以上、平成14年度及び平成15年度に実施した調査成果について記した。

どちらの年度の調査についても地山等の堆積は2次的な様を呈している箇所が多く確認された。

また、地元高齢者に行った聞き取りからも戦前から戦中にかけて調査対象地が大きく改変されてい

る様が窺えた。しかし、本九跡の伝承が残る付近は曲輪のような形状を呈する田が連なっている箇所

も認められ、整備に向けて今後も調査を継続し、その成果に期待したい。

―-13-―
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①トレンチ ②トレンチ ③ トレンチ
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